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特定非営利活動法人エイジコンサーン・ジャパン
大阪市住之江区南港北2-1-10　ATC　ITM棟９階
令和　3年　3月4日

①利用者様と家族様の繋がりが無くならない様に、利用者様の生活状態を連絡し報告する。
②1年に1～2回の行事を企画し、できるだけ家族様の参加をお願いし、利用者様と家族様が一緒に過
ごせる機会を設ける。
③個々の利用者に合った施設計画に沿った援助を行う。
④毎日、健康と安全に配慮し、利用者様が安心して生活できる様に援助する。
⑤毎日、体操・散歩・階段昇降を行う事で、自立した生活を送る事ができる様に援助する。
⑥緊急時にも冷静な判断と行動ができる事と介護技術が向上する研修を繰り返し行う。

グループホーム安威ぽっぽは地域密着型ホームとして、茨木市郊外のこの地で創立され、今年度で１０年目を迎
えている。今では高齢者認知症の方々の生活する為の家として地元に定着するようになっている。　安威ぽっぽの
福祉精神は 「 いつも笑顔を忘れずに、人と人の繋がりを大切にする。」であり職員のこの認識は唱和をする事で日
頃の支援の励みにもなっている。　また､支援する側の立場でもの物事を見るのではなく、利用者の立場に立って
見つめていくという視点の変換や、因果関係の正しい解明によって改善への道筋を見い出すようにしている考え方
の利点もある。職員に対する基本的なスキルアップ研修も繰り返し実施され利用者に福祉として還元されている。
本年度は新型コロナウイルスの大流行による衝撃的な被害拡大の影響を受け、管理者やケアマネの方々は懸命
の感染防止対策を実行､し成果をあげ､現在も実践中である。その結果、利用者の安全が確保されるに至ってい
る。また、地域との交流中断もコロナ渦の影響が無くなるまでは、今後暫くはこの体制の継続はやむを得ない対応
といえるものである。



実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての
意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあ
い
　利用者が地域とつながりなが
ら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的
に交流している

○事業所の力を活かした地
域貢献

　事業所は、実践を通じて積み
上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている

○運営推進会議を活かした
取り組み
　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り
組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡
を密に取り、事業所の実情やケ
アサービスの取組みを積極的に
伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの
実践

　代表者及び全ての職員が「指
定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予
防サービス基準における禁止の
対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束しないケアに取
り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待
防止法等について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所な
いでの虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に
努めている

6 5

身体拘束適正化委員を立上げ、拘
束しないケアに取り組んでいる。現
在はセンサー設置の利用者様が
一名おられるが、拘束（監視）の為
ではなく、よりよく行動が出来るよう
に介助を行う為であり、どうしたら
拘束の解除が出来るか考え共有
に努めている。３ヶ月に一回の会
議を開催し、身体拘束についての
研修や会議を行っている。

身体拘束のない介助支援を実現させ
ている。 拘束は支援する側の立場だ
けで判断しているのではないかと考
え､これを原点として支援の在り方を
見直したりしている。拘束禁止の研修
を繰り返して実施する事により認識を
確実なものとさせている。センサーは
利用者が自由に行動してもらう為のも
のであり､見守り支援の範囲内のもの
として理解できる

7

虐待についての施設研修を行い、
就業中でも職員間で利用者様への
言葉遣い・援助の仕方など評価し
合い、虐待のない施設を目指して
いる。

4 3

運営推進会議では、自治会長・民
生委員・福祉委員・地域包括セン
ター・施設長等に福祉関係の事や
防犯・防災についてのご意見を頂
いたり、施設への質問などあれば
お答えしている。

隣接しているGHふれあいと合同
で運営推進会議が開催されてい
る。外部からの参加者も多く招か
れている。直近の議題はコロナ感
染防止について多くの時間が割り
当てられている。特に家族との面
会の対応についてやＰＣＲ検査の
信憑性について話し合われてい
る。

5 4

分からない事があれば、市の窓口
に相談に行き、助言を頂く様にして
いる。介護支援相談員の方にも来
て頂いているので、時折相談する
事もある。

介護上の相談事や事故報告とそ
の対策の助言を求めたりしてい
る。家族と事業所の間では解決す
る事が困難な案件のアドバイスを
求めたりしている。

万全の感染予防対策は確認して
いるが近隣住民の感染情報収集
についての早期発見については
市町村との緊密な連絡体制が基
本である。これからも両者の緊密
な関係継続を期待していくもので
ある。

2 2

自治会に入会しているので、回覧
にて地域の祭りや行事などの案内
を頂くと、できるだけ多くの利用者
様と職員が参加させて頂いてい
る。

令和２年度においてはコロナ渦の
厳しい状況下による規制と、二度
にわたる緊急非常事態宣言を受
け地域との交流活動の中断を余
儀なくされている状態にある。

3

毎年、親睦会を催し、家族様や地
域の方をお招きし、食事やゲーム
を通して認知症の方と関わりを
持って頂き、認知症を理解して頂く
機会を設けていたが、今年度はコ
ロナ対応のため、開催せず。

Ⅰ．理念に基づく運営

1 1

朝の朝礼時にふれあいぽっぽの５
カ条の理念を唱和し、就業前に気
持ちを戒め、理念に沿った就業を
行っている。

理念の趣旨は「笑顔をもって利用
者のお世話をする事を喜びとす
る」に要約され、毎朝、職員によっ
て唱和されている。職員の弛まな
い自己研鑽の励みと協働支援の
活動が質の高い福祉サービスの
実現を可能なものとさせている。

ホーム名：グループホーム安威ぽっぽ
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○権利擁護に関する制度の
理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自
立支援事業や成年後見人制度
について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援して
いる

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定
等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図ってい
る

○運営に関する利用者、家
族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望
を管理者や職員並びに外部者
へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

○運営に関する職員意見の
反映

　代表者や管理者は、運営に関
する職員の意見や提案を聞く機
会を設け、それらを反映させて
いる

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々
の努力や実績、勤務状況を把握
し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整
備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人
ひとりのケアの実際の力量を把
握し、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めて
いる

○同業者との交流を通じた
向上
 代表者は、管理者や職員が同
業者と交流する機会を作り、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをし
ている

14

施設部会会議や地域ケア会議など
に参加し、ネットワーク作りを行い、
研修案内があれば、職員間に回覧
し、できるだけ研修参加を促し、職
員一人一人のサービスの質の向
上に努める。

12

運営者は管理者や職員と就業環
境について、個々に意見を聞く機
会を設け、職員が各自向上心を持
つ事ができ、職場環境・条件の整
備が行える様に努めている。

13

外部研修・内部研修には積極的に
参加を促し、研修終了後には研修
内容の報告、施設内で伝達研修を
行ってもらう。

10 6

家族様からの要望・苦情はご意見
箱に入れて頂き、2週間に1度意見
箱内を確認し、要望・苦情があれ
ば早期解決が図れる様に、職員間
で話し合い、ご意見を頂いた方に
ご理解頂ける様にしっかり説明す
る。

コロナ渦の現状を踏まえて来訪は
控えるように願っているが、従来
は事業所内で意見や要望を話さ
れる場合が殆どである。内容は業
務日誌に記録されミーティングや
推進会議にも提起される事もあ
る。

感染リスクのないメール､電話､郵
便､リモートなどの通信手段などを
フルに使い家族の意見要望､意向
を把握されたり､より詳しい利用者
近況の情報提供にも更に活用さ
れるよう期待したい。

11 7

毎月ミーティングを行い、業務に関
する意見や要望があれば、代表者
に職員の要望を伝え、できるだけ
業務がスムーズに行える様に改善
を図っている。

職員の意見や要望はミーティング
時に議題として提起され検討され
ている。日常の支援業務からくる
問題点は管理者やケアマネとも相
談し実行可能な形で反映されてい
る。

8

研修や利用者様の担当の司法書
士の方から学んだり、話をして理解
に努めている。現在2名の方が、後
見人制度を利用されており、入居
に際して成年後見人制度が必要な
方には、必要性を関係者と話し合
い、それらを活用できる様に支援し
ていく。

9

見学に来られた方には、安心して
ご利用頂ける様に説明させて頂
き、入居後の施設生活について
は、利用者様や家族様に要望を聞
き、介護支援専門員が施設計画を
立て、生活をしてもらう事をしっかり
説明する。



○初期に築く本人との信頼
関係
 サービスの利用を開始する段
階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信
頼関係
 サービスの利用を開始する段
階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、本人の安心を確保する
ための関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段
階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう
関係
 職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共に
する者同士の関係を築いている

○本人と共に過ごし支えあう
家族との関係

 職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の
絆を大切にしながら、共に本人
を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継
続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が
途切れないよう、支援に努めて
いる

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、
一人ひとりが孤立せずに利用者
同士が関わり合い、支え合える
ような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組
み
　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切
にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

21

毎日の生活の中で、気の合った方
とはお部屋への行き来もあり、リビ
ングで一緒にコミュニケーションを
取ったりテレビを観て過ごされ、飲
み物をお出し楽しい時間を過ごし
てもらう。

22

医療面の協力が必要になりやむな
く退去となる場合は、次の受入先
が見つかるまで、家族様に寄り添
い相談や支援に努めている。

19

面会時や定期的に近況報告を行
い、困っている事など家族様と一
緒に考え支えていく関係づくりに努
めている。

20 8

家族様に在宅生活時のご近所の
方・趣味のお友達・同級生の方な
どが面会に着て頂ける様にお願い
する事もある。

家族からの情報をもとに馴染みの
人が特定された場合には、その方
から電話をして頂くように願ったり
している。事業所は出来る限り利
用者とその親しい方との関係継続
を図られるよう努めている。

17

初回面談時に施設入居に際しての
施設計画書に対して支援内容や他
の社会資源が必要な場合は、プラ
ンに盛り込み援助が継続して行え
る様に援助する。

18

本人ができる事はしてもらいなが
ら、職員は時により親と子・祖父母
と孫の様な関係作り努め、何でも
相談・話し合える関係に務める。

15

入居面談時に在宅生活の状態や
施設入居された時の要望を聞き、
施設計画に生かし、毎月1回のモ
ニタリングを行い、施設生活の要
望や満足度をお聞きしている。

16

入居面談時に在宅生活の状態や
施設入居された時の要望を聞き、
施設計画書を作成し、家族様が面
会に来て頂いた時に現状を伝え、
相談が必要な時には時間を頂いて
サービス担当者会議を行う。

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に
検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握
に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の
把握に努めている

○チームでつくる介護計画と
モニタリング

本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映し、現状に即した介
護計画を作成している

○個別の記録と実践への反
映

日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に
記入し、職員間で情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

○一人ひとりを支えるための事
業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既
存のサービスにとらわれない、
柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希
望を大切にし、納得が得られた
かかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受け
られるように支援している

29

家事仕事のお手伝いを行ってもら
い、自分で出来る事を増やしてい
く。希望があれば買い物計画や自
宅へ戻る計画を経て、暮らしを楽し
める様に援助している。

30 11

月2回の往診日には、利用者様の
情報や薬の残量などを伝えスムー
ズに往診して頂ける様にしている。
急な体調の変化が見られる時には
主治医に連絡し往診して頂き指示
を頂く。

協力医として希ファミリークリニッ
ク及び日翔会病院の利用を願っ
ているが、家族や利用者が希望
すれば入所以前からのかかりつ
け医の受診も可能である。家族の
通院に対する協力と診察結果の
開示協力にも理解してもらってい
る。

27

個別記録よりADLの低下など見ら
れる時は、すぐにミーティングを行
い必要なケア内容を個別記録に記
入し、ケアプランの見直しにもつな
げる。

28

家族様より要望がある場合は、職
員間で話し合い、施設サービス計
画書の変更が必要な場合は、速や
かにケアプランを作成し、本氏・家
族様に説明し、署名・捺印を頂き、
施設サービス計画書を職員にも説
明・目を通し理解してもらう。

25

ケアプラン通りの生活が送れてい
るか個別記録をチェックし、生活に
負担やストレスがないか現状把握
に努めている。

26 10

更新介護認定、ケアプランの見直
し、急なADLの低下時には、他職
種と情報交換しサービス担当者会
議、カンファレンスを開催しケアプラ
ンの作成を行っている。

健康状態の観察と数値化可能な
面を勘案され管理者（介護福祉士
や）ケアマネ（介護福祉士）を中心
として関係職員、家族も含めて３ヶ
月から６ヶ月の範囲で適宜、介護
計画を見直しされている。

23 9

利用者の意向を確認し個別のケア
に取り入れている。困難な場合は、
職員でミーティング等を行い本人の
意向が取り入れられる様にカンファ
レンスにてケアプランにつなげてい
る。

利用者に対する職員の支援が利
用者の心から離れないようにする
事の大切さを認識されている。一
人ひとりの特性をよく知り職員どう
しの会談を通じて意向に沿った支
援をするよう心掛けている。

24

本人様の環境背景や利用の経過
などは、本人様や家族様と情報交
換を行い、今後の施設生活の参考
とさせて頂いている。



○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職
場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けら
れるよう支援している

○入退院時の医療機関との
協働

利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相
談に努めている。又は、そうした
場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた
方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあ
り方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の
関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に
備えて、全ての職員は応急手当
や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難
できる方法を全職員が身につけ
るとともに、地域との協力体制を
築いている

35 13

消防署と連携を取り、年2回消防訓
練を実施している。シチュエーショ
ン別の対応等も行っている。地域
の消防団や地域の方のに消防訓
練への参加をお願いし、非常時に
協力体制がとれる様にしている。

避難訓練は年２回実施し夜間想
定もしている。災害時には消防署
と共に地域の消防分団の協力も
求めるようにする。訓練はホットラ
イン通報からはじめ建物２階居室
の利用者の降下介助避難やバル
コニーまでの避難を行っている。

災害時の避難には近所の方の協
力も必要とされます。特に避難し
た後の保護もあります。これから
も自治会などを通じての近隣との
密な関係ずくりの継続をお願いし
たい。

33 12

主治医より利用者が看取りの時期
であると指示があった場合は、主
治医と家族様と本氏の状態を話し
合ってもらい、重度化した場合や終
末期に入院を希望されるか、延命
治療を希望しないのかを判断さ
れ、看取りの契約を結び、医療と家
族様と連携を取りながら看取りを
行う。

入所時に全般的な説明をしている
が重度化に向かい始めたとの報
告を受けた時点で再度、家族と話
し合われている。延命による入院
か看取り支援か、いずれも意向に
沿うようにしている。週末期につい
ては看取りプランを作成され家族
の同意署名を受けている。

34

急変時や事故の時に備えて、緊急連
絡の手順マニュアルを作成しているの
で、管理者に連絡があればすぐに看護
師に連絡し主治医に連絡し、指示をも
らう。救急搬送が必要な場合は、家族
様にも連絡し、直ぐに病院へ来て頂け
る様にお願いする。職員には消防署に
て開催される救命講習の参加を促して
いる。

31

毎日のバイタルチェックや体調の
変化がないかチェックし、急な体調
変化があれば、看護師に相談し受
診が必要な場合は受診援助を行
う。訪問看護との連携も行ってい
る。

32

利用者の状態に変化があった場合
にはすぐに看護師に連絡し、主治
医と相談の上、入院となった時に
は、看護サマリーや介護サマリー
を作成し、入院先の病院の地域連
携室宛に持参する。退院時にも地
域連携室と連絡を取り、退院前に
は面談に行き、看護サマリーや診
療情報提供書を頂き、職員に伝達
し受け入れ態勢を整える。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重
とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自
己決定の支援
　日常生活の中で本人が思いや
希望を表したり、自己決定でき
るように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先
するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの
支援
　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

○食事を楽しむことのできる
支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活
かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをして
いる

○栄養摂取や水分確保の支
援
　食べる量や栄養バランス、水
分量が一日を通じて確保できる
よう、一人ひとりの状態や力、集
会に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じな
いよう、毎食後、一人ひとりの口
腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を
減らし、一人ひとりの力や排泄
パターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立に向
けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響
を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでい
る

○入浴を楽しむことができる
支援
　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応
じた入浴の支援をしている

45 17

入浴日は週2回曜日を決めて入浴
してもらっている。バイタル測定し
体調不良時には曜日交換をした
り、シャワー浴にて対応している。
便失禁時にも清潔保持をする為
に、出来るだけシャワー浴対応を
行っている。

入浴時には洗髪も行われ肌着も
交換される。湯の入れ替えも実施
されている。利用者の体調に合し
て翌日に入浴したり、拒む方には
時間差で誘うようにしている。

清潔さや健康の維持のための入
浴は確認されますが、出来れば利
用者が入浴が楽しいと感じられる
ような工夫もお願いしたいところで
す。

43 16

自立に向けた取組を行っている。
利用者様の排泄パターンを理解し
トイレでの排泄が継続できる様に
援助している。

個々の生活リズムや排泄チェック
表を利用しトイレ誘導する事で時
間的な習性化を図っている。脚力
の維持の為のいばらき体操の採
用や、安全を確保した状態での階
段昇降訓練もしている。

44

毎日、体操や散歩等を行い、便秘
の方には、水分の多めの摂取を促
したり、腹部マッサージを行い、前
かがみにて便器に10分間位座って
もらい便秘解消を図っている。

41

食事量や水分量を記録し観察を
行っている。水分量は1日800～
1500㏄摂取を目指している。水分
制限のある方もいる為、水分量の
配分には注意を払っている。

42

職員が毎食後に声掛け誘導し、見
守り援助を行う。その方に応じた口
腔ケアを実施している。

39

利用者様により、起床時や入浴後
にお化粧をしたり、身だしなみを整
えてもらう。本人様の好きな服を選
択してもらったり、季節に合った服
が少ない場合は、ご用意してもらっ
ている。

40 15

手作りの食事の時は手伝ってもら
い美味しく頂いてもらう。日常は一
人ひとりの食事形態に合わせた食
事を提供し出来るだけ完食を目指
す。食事後の後片付けは当番表に
基づき行ってもらう。

給食業者から送られてきた調理食
品を配膳している。利用者に少し
でも手伝ってもらう事で参加する
楽しさを知ってもらおうとの考えで
ある。食事の後かたずけでは手
伝ってくれる方もいる。

37

利用者様の希望が職員に言い出し
やすい環境を作り、自己決定が必
要な時は、短い質問にて返答でき
る様に尋ねる。

38

利用者様一人ひとりの生活ペース
を把握し、施設サービス計画書に
沿った援助ができる様に職員間で
話し合い提供している。

36 14

利用者様の個々の情報を把握し、
利用者様の生活歴などを受け入
れ、尊厳を大切した言葉掛けを行
う。

内部研修を通じて人格尊厳やプライ
バシーの確保の大切さを認識させて
いる。利用者に対する言葉使いや気
配りも平素から大切であるとの認識も
共有されている。



○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬
の目的や副作用、用法や要領
について理解しており、服薬の
支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を
過ごせるように、一人ひとりの生
活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本
人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけら
れるよう支援している

○お金の所持や使うことの
支援
　職員は、本人がお金を持つこ
との大切さを理解しており、一人
ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支
援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが
電話をしたり、手紙のやり取りが
できるように支援している

○居心地のよい共用空間づ
くり

共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）は、
利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広
さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○共用空間における一人ひ
とりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれ
たり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室
の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋
は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした
安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫して
いる

55

施設の真ん中に階段があるので、
転落予防と下肢筋力維持の為に、
利用者様1名に職員一人が付き添
い、階段の乗降練習をしている。居
室清掃ができる方には職員が付き
添い掃除機やモップ掛けを行って
もらう。

53

施設では共用空間はリビングしか
ない為、仲の良い利用者様同士は
お互いの居室を行き来され、コミュ
ニケーションを取られている。

54 20

入居時に家で使用されていた箪
笥・大切にされていた物を持参して
頂いている。

馴染みの家具、衣類、置物などの
好みの物が設置され自分だけの
落ち着いた部屋ずくりがなされて
いる。中には仏壇を安置されてい
る方もいる。掃除は毎日実施され
ており気持ちのいい環境の中で生
活されている。

51

希望があれば電話の利用の援助をす
る。手紙などが届いた場合は、本人に
手渡し読んでもらい、「返事を書きた
い。」と要望があれば援助する。

52 19

施設全体をバリアフリーにしてい
る。食堂兼リビングには大きな窓が
あるので、自然の景色が見え採光
も良い。施設の周りは自然が多く、
季節の変わり目が良くわかる。季
節が良く心地よい風が入る時に
は、窓を開け自然の空気を取り入
れている。暑い寒い時期には空調
を利用し、温度・湿度調整をする。

リビングの窓は自然採光に恵まれ
て遠方まで見わたす事もできて解
放感がある。壁に掲載されている
創作品が楽しい雰囲気を与えて
いる。空調の管理による快適さと
自然換気による調整がいい。利用
者どうしの距離感も適切なもので
あり長時間寛げる共用空間に仕
立てられている。

49 18

今年度は外出は極力行っていない
が、天気が良い日には個別に庭に
出たりして、室内にこもらないよう
気分転換を図ってもらっている。

コロナ渦の現状のもとでは外出支
援は難しいが、限られた時間での
建物周辺の散策をしたりはする。
春には郊外にある地元の弁財天
の桜見物に出かけたり、市内の桜
並木通りを車窓からながめたりす
る定例の外出支援もしている。

50

本人の希望があれば、家族様に協
力していただき、かばんと財布をお
預かりし本人に手渡ししている。今
年度は外出にてお金を使う支援は
出来ていない。

47

往診後、薬の変更があった場合は、
看護師よりどの様な薬でどの様な症
状があれば看護師に報告が必要
か、職員に申し送る。服薬介助は名
前・日付・〇〇後を読み上げ飲み込
むまで確認する。

48

今年度は絵手紙とペン習字を定期
的に行い、利用者様が得意な事を
引き出す事ができる様に支援して
いる。時々は和菓子や洋菓子を購
入したり、ケーキを作ったり、美味
しいおやつを食べ気分転換を図っ
てもらう。

46

その方の状況に応じて日中の休息
や夜間安心して眠れる様に支援し
ている。その日の体調や状況に応
じて対応出来るように努めている。



Ⅴ　アウトカム項目
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○
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〇
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○

○

○
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○
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68

職員からみて利用者の家族等
はサービスにおおむね満足して
いると思う

①ほぼ全ての家族が

②家族の３分の２くらいが

③家族の３分の１くらいが

④ほとんどできていない

67
職員から見て、利用者はサービ
スにおおむね満足していると思
う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

65

運営推進会議を通して、地域住
民や地元の関係者とのつながり
の拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えて
いる

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くない

64
通いの場やグループホームに
馴染みの人や地域の人々が訪
ねてきている

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに

④ほとんどいない

63

職員は、家族が困っていること、
不安なこと、求めていることをよ
く聞いており信頼関係ができて
いる

①ほぼ全ての利用者と

②利用者の３分の２くらいと

③利用者の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や
要望に応じた柔軟な支援によ
り、安心して暮らせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、
安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいとこ
ろへ出かけている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援すること
で生き生きした表情や姿がみら
れれている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペース
で暮らしている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

④ほとんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆった
りと過ごす場面がある

①毎日ある

②数日に１回ある

③たまにある

④ほとんどない

56
職員は利用者の思いや願い、
暮らし方の意向を掴んでいる

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの


